
１ はじめに 

日本の公立小・中学校には，障害の状態に応じて特別

な指導を行うための通級指導教室が設置されており，障害

の状態の改善や克服を目的とした自立活動が行われてい

る．障害種別児童生徒数では, 一貫して言語障害が最も

多い．そこで我々は，言語通級指導教室における発音指

導を支援するシステムの開発と運用を行ってきた[1]．本稿

では，我々が開発した発音指導支援のための Web アプリ

ケーションシステム[2]が、通級指導教室で発音指導を行う

教員と外部専門家間の連携を促進するかどうかについて，

実地試験により調査した結果を報告する． 

 
２ 提案システムを用いた連携 

図 1 に，本システムを介したユーザ間の典型的な連携の

あり方を示す．言語通級指導教室において，教員は児童

生徒の発音指導を行い，反復練習のための課題をセットす

る．児童生徒はシステムを使って発音練習をする．そして，

練習履歴や音声がシステムに記録される．発音評価者や

外部専門家が適宜，発音評価や構音検査を行う．外部専

門家は，構音検査により，児童の発音状態を知ることがで

き，練習履歴から，教員がどのような単語を出題設定したか

を確認できる．このようにして，外部専門家は，教員から発

音指導に関して相談があった時，練習履歴や構音検査結

果に基づいた助言を行うことができる． 

 

図１ 提案システムを用いた連携の例 
 
３ 実地試験 

提案システムが，外部専門家と言語通級指導教室の教

員との連携に役立つかどうかについて調査するために，平

成27 年度に，福岡県下の３校の小学校の言語通級指導教

室を対象として実地試験を行った．外部専門家として２名

の言語聴覚士と，これら外部専門家が関わりのある言語通

級指導教室に属する教員３名と児童３名がこの試験に参加

した．試験期間は３～４週間であり，システムを使った練習

は通級指導教室内で行われた．実地試験開始前と終了時

に教員に対してアンケート調査を行った．外部専門家に対

しては実地試験終了後に音声評価を行ってもらった後，ア

ンケート調査を行った．アンケートでは，システムの各種機

能の使いやすさと有用性，並びに，教員と外部専門家との

連携に役立つかどうかを質問した．表 1 に，教員に対する

アンケートの項目とその回答を，表 2 に，外部専門家に対

するアンケートの項目とその回答を記す． 

教員に対するアンケートでは，システムの出題単語登録

および発音誤り傾向登録機能，外部専門家との連携促進

能力とも，おおよそ高い評価を得た．ただ，教員 TC が，単

語登録機能の使いやすさに対する回答で「５（使いにく

い）」と回答していた(*1)．理由欄には，出題単語登録画面

の単語並び順が，おおよそ語頭の五十音順であった為，

語中や語尾にターゲット音がある単語を選びにくいことが

挙げられており，改善の余地があることがわかった．また，

発音誤り登録機能が指導に役立つかという質問に対して，

TC が「６（わからない）」と回答している(*2)が，理由欄には，

「外部専門家からのアドバイスを得られれば役立つと思う」

とあった．同様に，システムの支援能力についての回答も

「３（どちらともいえない）」としている(*3)が，理由欄には，

「外部専門家との連携ができるのであればとても役立つと

思う」とあった．これらのことから，教員TCも，外部専門家の

連携には本システムは役に立つと評価していた． 

外部専門家に対するアンケートでは，表２より，練習記録

閲覧機能，発音誤り登録音声検査機能，構音検査音声再

生機能とも，高い評価を受けたことがわかる． 
 
４ まとめ 

言語通級指導教室における発音指導を支援する Web ア

プリケーションシステムを開発した．Web アプリケーション化

することで，外部専門家が，児童生徒の練習記録の閲覧や

発音評価を簡単に行えるようになることから，教員と外部専

門家間の連携の促進が期待できた．そこで，３校の小学校

の言語通級指導教室を対象として実地試験を行い，アンケ

ート調査を行った結果，システムが，外部専門家と言語通

級指導教室の教員との連携に役立つことが示唆された． 
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表１ 発音指導者(教員）に対するアンケートとその回答 

発音指導者 TA TB TC

児童の学年 4 1 1

外部専門家 SA SA SB

回答 回答 回答

指導経験
年数

11年 6年 1年

60分 45分 60分

20分 30分 30分

とき
どき

とき
どき

とき
どき

いる いる いる

1 1 1

2 1 5*1

1 1 1

1 1 1

1 1 1

1
無回
答

6*2

2 1 2

1 1 1

2 1 1

支援能力 1 1 3*3

指導に関
する悩み

構音訓練時に指導方法について悩むことがあるか
（よくある ときどきある たまにある あまりない まったくない）

相談できる専門家はいるか．相談の頻度．

発音誤り
登録機能

発音誤り傾向の登録を行ったか
【１．登録した ２．登録しなかったが，今後登録したいと思う ３．今後も登録しない 】

この機能は，使いやすいか
【１．使いやすい ２．やや使いやすい ３．どちらでもない ４．やや使いにくい ５．使いにくい
６．使っていないのでわからない 】

この機能は，指導に役に立つか
【１．役にたつ ２．やや役にたつ ３．どちらでもない ４．あまり役に立たない ５．役に立たな
い ６．わからない 】

質問
カテゴ
リー

質問内容，回答選択肢

構音訓練の経験年数

１回の指
導時間

音声や言語に関する１回の指導時間

そのうち，構音訓練をする時間

「発音指導支援システム」は，先生の発音指導を支援するか
【１．支援できる　２．少し支援できる　３．どちらともいえない　４．あまり支援できない
５．まったく支援できない　】

出題単語
登録機能

児童が苦手とする発音を考慮して，出題単語を選定・登録したか
【１．考慮した ２．一部，考慮した ３．考慮しなかったが，今後考慮したいと思う ４．考慮し
ない ５．出題単語を登録しなかったのでわからない 】

この機能は，使いやすいか
【１．使いやすい ２．やや使いやすい ３．どちらでもない ４．やや使いにくい ５．使いにくい
６．使っていないのでわからない 】

この機能は，役に立つか
【１．役にたつ ２．やや役にたつ ３．どちらでもない ４．あまり役に立たたない ５．役に立た
ない ６．わからない 】

外部専門
家との連

携

外部専門家から，児童の練習記録や音声記録に基づいた助言を得たいか
【１．既に得た，もしくは　これから得る予定がある ２．今後得たいと思う  ３．得るつもりは
ない 】

児童の練習記録や音声記録に基づいた外部専門家からの助言を発音指導に活用したいか
【１．活用したい ２．活用したくない ３．わからない　】

この発音支援指導システムの活用が，外部専門家との連携を推進すると思うか
【１．推進する ２. やや推進する ３．あまり推進しない ４. 推進しない ５．わからない 】

 

 

表２ 外部専門家（言語聴覚士）に対するアンケートとその回答 

外部専門家 SA SB
発音指導者 TA，TB TC

回答 回答

1 1

1 1

1 1

1 3

1 2

1 1

1 1

1 1

1 2

1 1

1 無回答

発音誤
り登録
音声検
査機能

構音検
査音声
再生機
能

質問内容，回答選択肢
質問
カテゴ
リー

練習記録を閲覧したか
【１．閲覧した，もしくは今後閲覧したいと思う　２．閲覧しない　３．わからない 】

使いやすいか
【１．使いやすい ２．やや使いやすい ３．どちらでもない ４．やや使いにくい ５．使いにくい ６．
閲覧しなかったのでわからない 】

役に立つか
【１．役にたつ　２．やや役にたつ　３．どちらでもない　４．あまり役に立たない ５．役に立たない
６．閲覧しなかったのでわからない 】

発音指導の先生との連携等に，練習の記録をどれくらい活用するか
【１．発音指導の先生への助言に活用した，もしくはこれから活用するつもりである ２．発音指導の先
生との情報共有に活用した，もしくはこれから活用するつもりである ３．児童の練習状況の把握に活用
した，もしくはこれから活用する予定である ４．活用しない　】

練習記
録閲覧
機能

録音音声を聞いて，構音検査に活用するか
【１．活用した，もしくは今後活用したいと思う  ２．活用しなかった，今後も活用するつもりはない】

構音検査結果をどれくらい活用するか
【１．構音検査結果を用いて発音指導の先生に助言した，もしくはこれから行う予定である  ２．発音指
導の先生と情報共有に活用した，もしくはこれから行う予定である  ３．児童の練習状況の把握に活用し
た，もしくはこれから活用する予定である　４．活用していないし，今後も活用するつもりはない　】

発音誤り登録単語音声の再生と記録機能は，使いやすいか
【１．使いやすい　２．やや使いやすい　３．どちらでもない
  ４．やや使いにくい　５．使いにくい　６．わからない　】

発音誤り登録単語音声の再生と記録機能は，役に立つか
【１．役にたつ　２．やや役にたつ　３．どちらでもない
  ４．あまり役に立たない　５．役に立たない　６．わからない 】

発音誤り登録単語音声をどれくらい活用しますか
【１．発音指導の先生に助言に活用した，もしくはこれから行う予定である ２．発音指導の先生と情報
共有に活用した，もしくはこれから行う予定である ３．児童の練習状況の把握に活用した，もしくはこ
れから行う予定である ４．活用しない　】

構音検査単語の録音音声の再生機能は，使いやすいか
【１．使いやすい　２．やや使いやすい　３．どちらでもない　４．やや使いにくい  ５．使いにくい
６．使用しなかったのでわからない　】

構音検査単語の録音音声の再生機能は，役に立つか
【１．役にたつ　２．やや役にたつ　３．どちらでもない　４．あまり役に立たない　５．役に立たない
６．わからない　】
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